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研究成果の概要（和文）：　服装で体型が実際よりスリムに見えるとか脚が長く見えるという視覚効果は目の錯
覚（錯視）を活用している。心理物理学的測定方法を駆使して服装による錯視量を測定することで、体型の錯視
が生じる刺激条件を定量的・体系的に検証・解明した。
　具体的にはシャツのタックインによる着やせ錯視効果と脚長錯視効果、スカート丈による脚長錯視効果および
白・黒の衣服色による体型錯視効果、縦縞服・横縞服による体型錯視効果、水玉模様の服による体型錯視効果を
心理物理学的測定法で検証した。さらに、マスク着用による顔の明るさ錯視・大きさ錯視・目の大きさ錯視・目
の傾き錯視を実験で検証した。

研究成果の概要（英文）：　Clothes can makes one's body appear slimmer or legs appear longer than 
they actually are. These visual effects take advantage of visual illusions. We quantitatively and 
systematically verified and clarified the stimulus conditions that produce body shape illusions by 
measuring the amount of illusions induced by clothing using psychophysical measurement methods.
　Specifically, we measured the body shape illusion effects of tucked-in shirts, skirt length, black
 and white clothing colors, vertical and horizontal striped clothing, and polka-dot patterned 
clothing. Furthermore, we also examined the brightness illusion, the face size illusion, the eye 
size illusion, and the eye tilt illusion caused by wearing face masks.

研究分野： 心理学

キーワード： 服装　錯視　体型　ファッション　ストライプ柄　水玉模様　マスク
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研究成果の学術的意義や社会的意義
服装で体型が実際よりスリムに見えるとか脚が長く見えるという視覚効果は目の錯覚（錯視）を活用している。
現代において服装文化が興隆している理由の一つは服装により体型を実際より良く見せることができるからであ
る。これまで服装の視覚効果はファッション業界の「センス」とか主観的経験則でしか語られなかった。服装に
よる見た目の改善法という感性的問題にこの研究は科学的な測定方法と証拠を与え、体型の錯視が生じる刺激条
件を定量的・体系的に検証・解明することを可能にした。服装文化の市場規模や社会的関心の高さを考えると、
本研究の社会的意義は極めて大きいと言える。事実、本研究は複数のテレビ局・新聞社から取材を受けた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
(1) 服装で体型が実際よりスリムに見えるとか脚が長く見えるという視覚効果は目の錯覚（錯

視）を活用している。現代においてファッション業界の市場規模が膨大でありマスメディアも

含めた服装文化が興隆している理由の一つは服装により体型を実際より良く見せることができ

るからである。しかし、服装による体型の見た目の変化はこれまでファッション業界の経験則

や個人の「センス」や主観的印象のみで語られてきた。 

(2) 服装による視覚効果はこれまで科学的な研究がほとんど行われてこなかった。しかし、体

型の「見た目が変わる」ということは知覚心理学の言葉で言うとある種の「錯視」であり、科

学的かつ定量的に研究することが可能であるはずである。 

 
２．研究の目的 
(1) 服装により体型の「見た目が変わる」という現象を錯視としてとらえ、錯視研究において

用いられてきた心理物理学的測定方法を駆使して服装による錯視量を測定することが本研究の

目的である。 

(2) 服装による錯視量を定量的に測定することで、従来から主観的に主張されてきたファッシ

ョンの経験則が正しいのかどうかを検証する。さらに、どのような条件下で服装による錯視が

生じるのかを探求し、その錯視のメカニズムを解明することを目的とする。 

 
３．研究の方法 
(1) 服装による錯視効果を科学的に研究するに当たって重要なことが三つある。一つはリアリ

スティックな刺激を用いることである。服装による錯視効果は現実の三次元物体である人体に

三次元の服を着せることで生じている。したがって、現実性の乏しい二次元の絵で描いた刺激

を用いることは不十分であり、三次元性を持つリアルな人体刺激・服装刺激を用いる必要があ

る。 

(2) 二つ目の重要な点は、理物理学的測定方法を用いるためには刺激を正確に定量的に操作で

きることである。体型が実際より太って見える、痩せて見えると言っても、何センチ違って見

えるのかを測定できなければならない。そのためには人体刺激のサイズを1, 2センチ単位で正

確に操作する必要がある。 

(3) 三つ目の重要な点は、服装の特定の次元だけを変化させながら他の次元は一定に保つ必要

性である。例えば服の色の効果を調べようとして同じデザインの白の服と黒の服を用意して

も、それらを着用する際の布の広がり具合のちょっとした差やヒダ・シワのちょっとした違い

によって見た目が変わる可能性があるので、色以外の要素はすべて完全に同一にする必要があ

る。 

(4) 上記の三点を実験において実現することは現実の服を用いると不可能である。そこで、本

研究ではコンピュータによる３Dグラフィックスを駆使して、三次元の人体モデルに三次元の服

を着せた仮想現実的な刺激を用いた。これにより、リアリスティックでありながら定量的に操

作できる刺激を作成することが可能になった。これが本研究の最も独創的な点であり最大の強

みでもある。なお、服装CG作成はデジタルファッション株式会社に発注した。 

(5) 本研究で用いた心理物理学的測定方法は階段法である。この方法では実験参加者に標準刺

激１つと比較刺激１つを比較してどちらがよりスリムに見えるか、より脚長に見えるか、など

を判断してもらい、標準刺激と比較刺激の組み合わせをシステマティックに変えていくこと



で、両者が同じに見える比較刺激の値（主観的等価点、Point of Subjective Equality）を計

算する。そのためには比較刺激の値（体の太さなど）を細かく変化させる必要がある。図１に

比較刺激の例を示す。 

 

図１ 実験で用いた比較刺激の例。各人体モデルの下の３つの数字はバスト・ウェスト・ヒップのサイズ

（cm）を表す。中央の人体モデルは日本人女性の平均体型である（身長は158cm）。この平均体型から

バスト・ウェスト・ヒップそれぞれを2cmずつ痩せさせた、または太らせた。 

 
４．研究成果 

(1)  シャツをスカートの中に入れる（タックイン）、またはスカートの外に出す（タックイ

ンなし）ことによる着やせ錯視効果と、および上下とも白・上下とも黒の衣服色による錯視効

果を心理物理学実験により測定した。実験結果から、白い服と比べて黒い服では体は1.8cm細く

見えること、タックインすると1.3cm細く見えること、両者の効果は独立・可算的であることが

判明した。色の効果は膨張色・収縮色の効果であり、タックインの効果は視覚システムのアモ

ーダル補完機能によると考えられる。 

(2) タックインにより脚の長さが異なって見えるかどうかを検証するため、図２の標準刺激と

図３の比較刺激を用いて実験した。

 

図２ タックインによる脚長錯視効果の標準刺激 



 

図３ タックインによる脚長錯視効果の比較刺激。身長は日本人女性の平均値である158 ｃｍに設定

し、体の太さは一定で、脚の長さのみを1 cmステップで変化させた。各人体モデルの下の数値は脚の

長さを表す。 

 

実験結果から、タックインすると脚が７cm長く見えることが実証された。白・黒の入れ替えの

効果は有意ではなかった。これは脚のアモーダル補完（隠れた部分の形状の推定）に服の上下

切り替え位置（ウェストライン）が影響し、ウェストラインを上げると、アモーダル補完によ

って服で隠れた脚も長く見えると考えられる。 

(3) 次に、スカート丈により脚の長さが異なって見えるかどうかを検証する実験を行なった。

結果、長いスカートと比べて短いスカートでは約4cm脚長に見えることが判明した。これも視覚

システムのアモーダル補完機能が見えている部分に影響されることを示している。つまり、脚

の見えている部分が長いと、隠れている部分も長くアモーダル補完されると考えられる。 

(4) 縦縞服を着るとスリムに見えることはファッション業界の「常識」として知られている。

この縦縞スリム効果自体はヘルムホルツ錯視に反する現象としていくつかの先行研究が取り上

げている。本研究では新たに三次元の人体モデルを用いて、縦縞と横縞の効果の比較を組織的

に実行した。その結果、縦縞の服は横縞の服よりスリムに見えることを実証した。さらに縦縞

でも横縞でも縞が太いほど体型が太く知覚されることを発見した。 

(5) 縞模様の他にポピュラーな柄である水玉模様の服による体型錯視の有無を心理物理学的測

定法で検証した。図４に標準刺激を示す。 

 図４ 水玉模様の標準刺激 

 



結果、水玉模様の直径が小さいほど横幅が細く身長が高く知覚され、他方で水玉模様の直径が

大きくなるほど横幅が太く身長が低く知覚されていた。水玉模様の直径が大きくなるほど体型

が太く知覚されることは、縞模様の効果と整合している。体型の知覚は服装の生地の模様の印

象に同化するというシンプルかつ汎用性の高い知覚原理が示されたと考える。 

(6) さらに、着丈の非常に短い女性ジャケットにはどのような視覚効果があるのかを検証する

実験を行なった。その結果、着丈が非常に短いジャケットを着ると（長いジャケットと比べ

て）、スリーサイズが約5cm痩せて見えることが実証された。これは細いウェストを見せること

で隠れている体が細く補完されるというアモーダル補完錯視であると考えられる。 

(7) 最後に、明度の異なるマスクを着用することよる顔の明るさ錯視・顔の大きさ錯視・目の

大きさ錯視が生じるかどうかを実験で検証した。結果、暗い色のマスク着用で肌は暗く見える

ことが分かった。これは明るさ同化錯視であると考えられる。また、顔肌より暗い色のマスク

を着用すると顔が実際より小さく知覚された（図５）。これは収縮色効果であると考えられ

る。 

 

図５ マスクの明度による顔の大きさ錯視の実験結果 

 

さらに、黒マスクの着用により目が実際より大きく知覚された(t(31) = 2.49, p = .019, d 

= .44)。これは黒マスクにより顔が小さく見えるため相対的に目が大きく見える現象であると

考えられる。このように、マスクの着用により顔の様々な属性に錯視が生じることが本研究に

より実証された。 
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